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研修会では、令和８年産温州みかんの生

産出荷対策や各県の生産状況について情報

共有したほか、農研機構の小宮研究員によ

る「現代の気象・物価高に対応した肥培管

理・栽培方法について」の講演が行われま

した。 

また、「地球温暖化に対応した土づくりや

肥培管理」と題したグループ討議では、高

温対策について活発な意見が交わされまし

た。 

現地視察では南予地方を訪れ、災害を乗

り越えながら産地の再生に取り組む事例を

紹介しました。 

 

研修会 ０１ 令和８年度日園連柑橘技術員研修会 (日本園芸農業協同組合連合会主催) 

 ７月２７日から２８日にかけて、『柑橘における安定生産に向けた取り組みについて』をテーマにした

日園連柑橘技術員研修会が愛媛県で開催されました。全国の柑橘産地から営農指導員や関係機関職員など

５３名（愛媛県からは県内５ＪＡより８名）が参加しました。 

研修会 02 担い手営農サポートシステム研修会 

 

研修会 03 ＪＡ愛媛園芸指導員会指導員研修会 

 

１．担い手情報の登録・更新 

・担い手の現状把握が容易になる  

・訪問対象者の選定やフォローアップの効率化 

・人事異動や担当者変更後も情報を円滑に引継げる 

2．面談記録の入力・蓄積 

・過去の相談内容や指導内容をすぐ確認できる  

・担当者変更後も対応履歴を共有できる 

3．モバイル版の利用（スマホ・タブレット） 

・その場で迅速に情報確認ができる 

・音声入力機能を活用することで業務の効率化や記録

漏れ、記憶違いの防止につながる 

 
システム活用能力向上が担い手の状況把握と継続的

な支援体制の強化、業務の効率化に繋がります！ 

 

経験年数の浅い営農指導員を対象とした研修会が８

月３日に開催され、県内５ＪＡ１０名が参加しました。 

本研修は、年間６回のカリキュラムで実施している

研修会で、今回は第３回目として「病害虫管理」をテ

ーマに行いました。研修会では、ＪＡ全農えひめ肥料

農薬課から系統農薬事業の取組みや農薬散布技術、病

害虫や雑草の発生要因と防除方法、防除暦の作成など

について説明しました。 

参加者からは、「農薬や病害虫防除の基礎知識につい

て理解が深まった」「防除暦の考え方や除草剤の特性を

現場での指導に活かしたい」「ＲＡＣコードやＩＰＭな

どについてさらに学びたい」という前向きな意見が寄

せられました。 

今後も継続的な研修を通じて営農指導員の育成を図

り、生産者への提案力強化と産地振興につなげていき

ます。 

現地視察 

７月２９日にＪＡグループ 

ＴＡＣ担当者のシステムへの 

理解向上と、営農指導や担い 

手訪問活動における活用促進

を目的とした研修会を実施し

ました。 

 （ＪＡ西日本営農技術センター協力） 

 

  

 

基本的な知識の習得と農家・組合員の多様
なニーズへの対応力向上 
 

①．ＪＡえひめ南管内園地 

・西日本豪雨で大きな被害を受けた園地の復旧 

②．愛媛県農林水産研究所果樹研究センターみかん研究所 

・試験研究や愛媛県オリジナル品種開発の取組みなど 

 


